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対象となる人

保　険　証

給　　付

保　険　料

・75歳以上の方が対象

の独立した制度です。

・社会保険などの被扶

養者だった方も対象

です。

新しい保険証が１人に

１枚交付されます。

お医者さんにかかると

きは老人保健と変わり

ません。

・保険料は対象者全員が

納めます。

・これまで保険料の負担

のなかった社会保険な

どの被扶養者だった人

も保険料を納めます。

・原則として年金から天

引きされます。



75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特

性
や
生
活
の
実
態
を
踏
ま
え
、
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
し
く
み
と
し
て
、
高
齢
者
の

独
立
し
た
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
が
住
ん
で
い
る
市
町
村
が
加

入
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
制
度
を
運
営
し
、
広
域
連
合
は
新
し
く

都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す

対
象
と
な
る
方

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
等
の
一
定
の
障

害
が
あ
る
方
（
広
域
連
合
の
認
定
が
必

要
）

・
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
と
き

・
75
歳
の
誕
生
日
当
日

・
65
歳
以
上
の
方
が
寝
た
き
り
等
の
認
定

を
受
け
た
日

保
険
証

被
保
険
者
全
員
に
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
独
自
の
保
険
証
が
１
人
に
１
枚
交

付
さ
れ
ま
す
。

給
付病

院
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
は
、

原
則
１
割
負
担
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３

割
負
担
と
老
人
保
健
制
度
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
入
院
時
生
活
療
養
費
や
訪
問
看

護
療
養
費
な
ど
様
々
な
給
付
も
同
様
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

保
険
料

後
期
高
齢
者
制
度
は
、
被
保
険
者
全
員

が
保
険
料
を
負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も

保
険
料
を
納
め
ま
す
。

広
域
連
合
内
で
は
、
保
険
料
は
同
一
の

基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

や
制
度
加
入
の
直
前
の
医
療
保
険
の
加
入

状
況
に
よ
っ
て
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

①
所
得
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

②
制
度
加
入
日
の
前
日
に
お
い
て
、
社
会

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

被
保
険
者
の
資
格
を
得
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
２
年
間
均
等
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
市
町
村
に
納
め
ま
す
（
普
通

徴
収
）。

※
今
後
、
国
か
ら
の
詳
細
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係
（
内
線
１
２
５
）

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

1
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

会
場

屋
外
ス
テ
ー
ジ（

役
場
駐
車
場
内
）

内
容

踊
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
音
楽
演

奏
等

応
募
資
格

町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
あ
る
方
、
町
内
に
活
動
拠
点
の

あ
る
団
体

申
込
方
法

総
務
課
企
画
係
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

９
月
20
日(

木)

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
係
（
内
線
１
０
７
）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は 

保 険 料 均等割額 所得割額＝ ＋

空手演舞の様子（昨年度）



介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
の
方
々
の
平
成
19
年
度
の
介
護
保
険

料
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
決
定
通
知
書
を

８
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

①
年
金
天
引
き
の
場
合
（
特
別
徴
収
）
は

年
間
の
保
険
料
額
よ
り
４
、
６
、
８
月

の
納
付
額
を
除
い
た
額
を
10
、
12
、
２

月
の
３
回
の
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

で
納
付
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
書
、
口
座
振
替
で
納
付
の
場
合

（
普
通
徴
収
）
は
、
年
間
の
保
険
料
額
を

８
月
か
ら
３
月
ま
で
の
８
回
で
納
付
と

な
り
ま
す
。

③
平
成
19
年
10
月
か
ら
、
年
金
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
開
始
と
な
る
場
合
は
、
８
、

９
月
の
２
回
の
み
納
付
書
、
も
し
く
は

口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
は
平
成
18
年
中
の
所
得
等
を
も

と
に
所
得
段
階
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

ご
本
人
や
世
帯
の
方
の
市
町
村
民
税
の

課
税
状
況
や
所
得
等
の
金
額
が
変
わ
っ

た
場
合
は
所
得
段
階
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
に
伴
う
緩
和
措
置

（
激
変
緩
和
措
置
）
の
対
象
の
方
は
昨
年

度
と
比
べ
て
保
険
料
の
額
が
増
額
と
な

り
ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
で
は
、
特
別
な
事
情
が

な
く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
期

間
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
は
皆
様
か
ら
の
保
険
料
で

成
り
立
つ
制
度
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

1
７
７
・
２
２
６
６

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

事
業
家
資
格
管
理
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
７
０
５
５

平
成
19
年
７
月
１
日
付
け
で
、
井
手
キ

ヨ
子
さ
ん
（
南
本
郷
）
を
、
自
衛
官
募
集

相
談
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
期
間
は
、

平
成
21
年
６
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

平
成
19
年
６
月
21
日
付
け
で
、
河
野
政

之
さ
ん
（
北
山
隈
）
を
、
大
刀
洗
町
教
育

委
員
に
任
命
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
７
月
１
日
付
け
で
、
農
協
よ

り
推
薦
さ
れ
た
安
丸
昌
澄
さ
ん
（
山
隈
）

を
、
大
刀
洗
町
農
業
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

中
央
公
民
館
の
各
研
修
室
及
び
町
内
体

育
施
設
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
日

の
５
日
前
ま
で
に
教
育
委
員
会
（
ド
リ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
前
の
申
請
が
な
い
場
合
は
、
施
設
に

空
き
が
あ
っ
て
も
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

中
央
公
民
館
使
用
上
の
注
意

・
館
内
の
備
品(

鍋
や
ポ
ッ
ト
等)

を
館
外
へ

持
ち
出
さ
れ
る
場
合
は
備
品
借
用
許
可

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
調
理
室
で
使
用
し
た
器
具
は
、
必
ず
よ

く
洗
い
、
水
気
を
拭
い
て
指
定
の
場
所

へ
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

・
カ
ビ
や
臭
い
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
調

理
台
の
流
し
の
ふ
た
は
開
け
た
ま
ま
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

体
育
施
設
使
用
上
の
注
意

・
体
育
館
で
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

・
施
設
使
用
後
は
清
掃
・
後
片
付
け
を
し

て
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
最
後
の
戸
締
り
、
照
明
な
ど
、
使
用
後

の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
平
成
19
年
度
の
介
護

年
度
の
介
護 

　
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た 
平
成
19
年
度
の
介
護 

　
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た 

中
央
公
民
館
及
び

中
央
公
民
館
及
び 

　
体
育
施
設

　
体
育
施
設
の
使
用
申
込

使
用
申
込
み 

中
央
公
民
館
及
び 

　
体
育
施
設
の
使
用
申
込
み 

自
衛
隊
募
集
相
談
員
に 

委
嘱
し
ま
し
た 

大
刀
洗
町
農
業
委
員
に 

選
任
し
ま
し
た 

大
刀
洗
町
教
育
委
員
に 

任
命
し
ま
し
た 



平
成
19
年
度
大
刀
洗
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　
２
名
程
度

保
健
師
　
１
名

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
保
健
師
に
つ
い
て
は
保
健
師
免
許
取
得

者
及
び
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
者

試
験
日
及
び
会
場

（
一
次
試
験
）

内
容

教
養
（
高
校
卒
程
度)

・
適
性
検

査
試
験

期
日

９
月
16
日
（
日
）

会
場

県
立
小
郡
高
校

（
二
次
試
験
）

内
容

作
文
・
面
接

期
日

11
月
４
日
（
日
）

会
場

大
刀
洗
町
役
場
会
議
室

受
付
期
間

８
月
17
日（
金
）ま
で
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
17
日
必
着

試
験
案
内
及
び
申
込
書
の
配
付

７
月
10
日
（
火
）
よ
り
配
付
中

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
封

筒
（
角
形
２
号
、
１
２
０
円
切
手
添
付
、

返
信
先
記
入
）
を
同
封
し
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
庶
務
係

（
内
線
１
０
４
）

〒
８
３
０
・
１
２
９
８

三
井
郡
大
刀
洗
町
大
字
冨
多
８
１
９

毎
年
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
し
、
河

川
・
湖
沼
・
海
等
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設

で
あ
る
下
水
道
に
対
し
て
、
理
解
と
関
心

を
深
め
、
下
水
道
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
に
下
水
道
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

９
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

会
場

宝
満
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
小
郡
市
津
古
１
５
３
・
１
）

内
容

・
下
水
道
ク
イ
ズ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

に
記
念
品
配
布

・
処
理
場
施
設
見
学
会

・
コ
ン
ポ
ス
ト
（
肥
料
）
と
花
の
種
を
配
布

・
ア
ニ
メ
映
画
上
映

・
金
魚
す
く
い
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
ほ
か

推
進
標
語

「
下
水
道
　
水
も
地
球
も
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

問
合
せ
先

下
水
道
課
（
内
線
１
０
８
）

平
成
20
年
の
成
人
の
日
は
１
月
14
日

（
月
）
で
す
が
、
大
刀
洗
町
成
人
式
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
刀
洗
町
出
身
で
現
在
町
外
に

在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当
町
で
の
成
人

式
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
30
分

開
式
　
午
前
10
時

会
場

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課1

７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

募
集
住
宅

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

申
込
受
付
期
間

９
月
３
日
（
月
）
〜
11
日
（
火
）

募
集
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
・
公
社
管
理
事
務

所
・
県
住
宅
管
理
課
・
役
場
建
設
課
及

び
支
所

問
合
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1
０
９
２
・
７
１
３
・
１
６
８
３

FAX
０
９
２
・
７
２
２
・
１
１
８
１

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
所
得
状
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
…
現
況
届

※
引
き
続
き
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
切

替
を
８
月
に
行
い
ま
す
。
各
受
給
者
に

は
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

(

内
線
１
２
１
・
１
２
２)
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「
２
０
０
７
下
水
道
展
」

下
水
道
展
」 

「
２
０
０
７
下
水
道
展
」 

ドリームセンター前で記念撮影（昨年度）



ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
・
瓶
・
紙

パ
ッ
ク
な
ど
を
対
象
と
す
る
「
容

器
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基
づ
く
第

５
期(

平
成
20
〜
24
年
度)

分
別
収

集
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
公
表
い
た
し
ま
す
。

大
刀
洗
町
は
、「
甘
木
・
朝
倉
・

三
井
環
境
施
設
組
合
」（
朝
倉
市
・

東
峰
村
・
筑
前
町
・
大
刀
洗
町
で

構
成
。
以
下
「
組
合
」）
に
加
入

し
、
一
般
廃
棄
物
を
処
理
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
計
画
全
体
は
組
合

事
務
局
で
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。以

下
は
そ
の
概
要
で
す
。

１
　
計
画
の
意
義

市
町
村
が
法
に
基
づ
き
容
器
包

装
廃
棄
物
の
分
別
収
集
を
行
う
た

め
に
定
め
る
も
の
で
、
事
業
者
、

消
費
者
、行
政
が
責
任
を
分
担
し
、

廃
棄
物
を
減
量
し
て
最
終
処
分
場

な
ど
の
施
設
延
命
と
リ
サ
イ
ク
ル

型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

２
　
基
本
的
方
向

①
ご
み
の
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
基
本
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
地
域
社
会
づ
く
り
。

②
全
て
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低

減
。

③
住
民
及
び
事
業
者
は
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
、
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
再
生

利
用
等
を
行
う
な
ど
、
そ
の
減

量
に
積
極
的
に
努
め
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

④
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
及
び
適

正
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
住

民
・
事
業
者
の
啓
発
を
図
る
。

３
　
計
画
期
間

平
成
20
年
４
月
を
始
期
と
す
る

５
年
間
と
し
、
３
年
ご
と
に
改
定

す
る
。

４
　
対
象
品
目

容
器
包
装
廃
棄
物
の
う
ち
、
ス

チ
ー
ル
製
容
器
、ア
ル
ミ
製
容
器
、

ガ
ラ
ス
製
容
器(

無
色
・
茶
色
・

そ
の
他
）、
飲
料
用
紙
製
容
器
、

段
ボ
ー
ル
、そ
の
他
の
紙
製
容
器
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
対
象
と

す
る
。

５
　
各
年
度
に
お
け
る
容
器
包
装

廃
棄
物
の
排
出
量
の
見
込
み

(

法
第
８
条
第
２
項
第
１
号)

組
合
構
成
市
町
村
総
計
で
の
容

器
包
装
廃
棄
物
の
年
度
別
排
出
見

込
は
左
表
の
と
お
り
。

６
　
容
器
包
装
廃
棄
物
の
排
出
の

抑
制
の
た
め
の
方
策
に
関
す

る
事
項

(

法
第
８
条
第
２
項
第
２
号)

容
器
包
装
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

の
た
め
、
次
の
方
策
を
実
施
す
る

が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
・
事
業
者
・
行
政
が
役
割
を
分

担
し
、
相
互
に
協
力
・
連
携
を
図

る
も
の
と
す
る
。

①
啓
発
活
動
の
充
実

②
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
、
再
生
資
源

利
用
製
品
の
積
極
的
利
用
啓
発

③
過
剰
包
装
の
抑
制

④
事
業
者
へ
の
指
導

７
　
分
別
収
集
を
す
る
も
の
と
し

た
容
器
包
装
廃
棄
物
の
種
類

及
び
当
該
容
器
包
装
廃
棄
物

の
収
集
に
係
る
分
別
の
区
分

(

法
第
８
条
第
２
項
第
３
号)

８
　
各
年
度
に
お
い
て
得
ら
れ
る

分
別
基
準
適
合
物
の
特
定
分

別
基
準
適
合
物
ご
と
の
量
及

び
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
物
の

見
込
み

(

法
第
８
条
第
２
項
第
４
号)

組
合
構
成
市
町
村
で
の
総
計

は
、
左
表
の
と
お
り
。
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スチール 
アルミ 
無色ガラス 
茶色ガラス 
他色ガラス 
紙製(アルミ材無) 
段ボール 
紙製(上記以外) 
PET 
プラスチック(上記以外) 
　　　うち白色トレー 

106 
47 
126 
187 
55 
7 
77 
27 
86 
70 
1

106 
47 
124 
186 
54 
7 
79 
26 
85 
71 
1

106 
48 
123 
186 
54 
7 
78 
27 
87 
71 
1

105 
48 
121 
185 
55 
7 
80 
27 
86 
72 
1

105 
49 
119 
184 
54 
7 
80 
28 
87 
73 
1

H20
容器の種類 

年度別見込み数量(ｔ)
H21 H22 H23 H24

（K.Y）

もえるゴミは指定の日に出そう☆ 家庭ゴミは分別しよう!!

年度 

H20 

H21 

H22 

H23 

H24

排出量(t) 

6,879 

6,872 

6,866 

6,861 

6,858

 容 器 の 種 類 資源区分 
スチール製 
アルミ製 
無色ガラス 
茶色ガラス 
他色ガラス 
紙製容器(アルミ材無) 
段ボール製 
紙製容器で上記以外のもの 
ポリエチレンテレフタレート(PET)製 

プラスチック製で上記以外のもの 

空き缶 

無色びん 
茶色びん 
他色びん 
紙パック 
段ボール 
その他紙製容器包装 
PETボトル 
その他プラ容器 
白色トレー 

分別 収集計画について 分別 収集計画について 収集計画について 容器リサイクル法に基づく 



９
　
各
年
度
に
お
い
て
得
ら
れ
る

分
別
基
準
適
合
物
の
特
定
分

別
基
準
適
合
物
ご
と
の
量
及

び
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
物
の
量

の
見
込
み
算
出
方
法

当
町
分
の
み
を
抜
粋
。

「
こ
こ
数
年
の
人
口
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
が
、
ご
み
の
量
は

僅
か
だ
が
増
え
て
い
る
。
人
口
変

動
率
で
は
正
確
な
数
値
は
出
な
い

の
で
、
各
品
目
ご
と
の
近
年
の
実

績
値
に
近
づ
く
よ
う
に
設
定
し

た
。
ま
た
、
金
属
類
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
今
は
値
段
が
高
い
の
で

ご
み
と
し
て
の
量
が
減
っ
て
い
る

が
、
ま
た
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と

予
測
し
た
。
ま
た
、
人
口
変
動
率

は
、
大
刀
洗
町
総
合
計
画
に
よ
る

と
、
人
口
は
増
え
て
い
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
績
値
は
こ
こ

数
年
10
人
ぐ
ら
い
の
増
加
で
し
か

な
く
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
る
の

で
、
今
後
±
０
く
ら
い
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
予
測
し
た
。」

10

分
別
収
集
を
実
施
す
る
者
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

(

法
第
８
条
第
２
項
第
５
号)

分
別
収
集
は
、
地
域
の
集
積
場

に
住
民
が
種
別
ご
と
に
分
別
し
て

持
ち
寄
り
、
市
町
村
が
収
集
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
し
、

一
時
保
管
す
る
。

11

分
別
収
集
の
用
に
供
す
る
施

設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

(

法
第
８
条
第
２
項
第
６
号)

平
成
15
年
度
よ
り
、缶（
ス
チ
ー

ル
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム)

、
び
ん(

無

色
・
茶
色
・
そ
の
他)

、
紙
製
の

容
器
包
装
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
、
選
別
、

圧
縮
を
行
い
、
そ
の
施
設
で
保
管

し
て
い
る
。
な
お
、
学
校
、
婦
人

会
等
の
協
力
に
よ
り
集
団
回
収
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
で

保
管
す
る
。

12

そ
の
他
容
器
包
装
廃
棄
物
の

分
別
収
集
の
実
施
に
関
し
重

要
な
事
項

(

法
第
８
条
第
２
項
第
７
号)

分
別
収
集
計
画
が
実
行
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
次
の
取
組
を
進

め
る
。

①
組
合
と
各
市
町
村
が
、
そ
の
責

務
を
果
た
す
た
め
、
密
に
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
、
分
別
収

集
に
伴
う
各
施
策
を
行
う
。

②
分
別
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
、
事
業
所
、
行
政
が
各
々
の

責
務
を
遂
行
す
る
も
の
と
し
、

包
装
容
器
の
分
別
に
つ
い
て

は
、
排
出
者
と
し
て
、
住
民

(

事
業
者)

が
責
任
を
も
っ
て
行

い
、行
政
は
、分
別
さ
れ
た
容
器

包
装
廃
棄
物
を
責
任
を
持
っ
て

収
集
し
、
ス
ト
ッ
ク
の
上
、
再

生
業
者
へ
渡
す
も
の
と
す
る
。

な
お
、
分
別
収
集
を
実
行
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
地
域
の
役

員
等
か
ら
な
る
世
話
人
を
置
く

も
の
と
す
る
。

③
容
器
包
装
廃
棄
物
が
、
分
別
の

基
準
に
し
た
が
っ
て
適
正
に
排

出
さ
れ
る
よ
う
に
、収
集
要
項
、

広
報
等
に
よ
り
分
別
収
集
徹
底

の
取
組
を
進
め
る
。

※
以
上
が
、
平
成
19
年
６
月
に
甘

木
・
朝
倉
・
三
井
環
境
施
設
組

合
で
と
り
ま
と
め
た
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
分
別
収
集
計

画
書
」
の
概
要
で
す
。

公
式
の
計
画
書
内
容
は
、
大

刀
洗
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
閲
覧
願
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp://w

w
w
.tow

n
.tach

iarai.
fukuoka.jp/

問
合
せ
先

生
活
環
境
課

（
内
線
２
１
２
）
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ゴミも資源!!リサイクルしよう☆

そして、

あなたの
元へ

H20 

H21 

H22 

H23 

H24

15,650 

〃 

〃 

〃 

〃 

100 

〃 

〃 

〃 

〃 

年度 
人口 
(人)

対前年度 
比(%)

大刀洗町人口予測 

缶 
 
びん 
 
 
紙 
 
 

プラス
チック 

スチール・アルミ 
無色ガラス 
茶色ガラス 
他色ガラス 
飲用紙パック 
段ボール 
上記以外 
PETボトル 
 

上記以外 

資源ごみ(空き缶) 
〃（無色びん） 
〃（茶色びん） 
〃（その他びん） 
〃（紙パック） 
〃（段ボール） 
〃（他紙製容包） 
〃（PETボトル） 
〃（他プラ容包） 

各市町村によるコン
テナ回収及び一部、
施設への直接搬入(市
町村は、委託業者に
よる回収)

リサイクルプラザで
選別等を行いストッ
クヤードで保管 

市町村のストック
ヤードや委託業者
の施設 

市町村が行う(業者
委託か拠点回収)

 
うち白色トレー 

種 類 分別収集区分 収集運搬段階 選別保管段階 

分別  収集計画について 分別  収集計画について 分別 容器リサイクル法に基づく 容器リサイクル法に基づく 



１　検診内容・対象者

※町民税非課税世帯・生活保護世帯の方は無料です

《肝がん検診対象者》
節　目………40才（平成20年4月1日現在）
節目外………41才から75才で下記に該当する方

・過去に肝機能の異常を指摘されたことがある方
・広範な外科的処置をうけたことがある方、もしくは妊娠・出産にあたり多量の
出血をしたことがある方で、定期的に肝機能検査を受けていない方

・基本健康診査においてGPT値により要指導とされた方

２　受診するには
・受診票がない方は、会場に用意しています。
・朝食を食べずにお越しください。

３　検診日程・会場　（受付時間：午前８時30分～11時）

広報たちあらい H19.８ 8

住民健診のお知らせ 住民健診のお知らせ 住民健診のお知らせ 
 検 診 の 種 類 対 象 者 検 査 内 容 検 診 料 
 基本健康診査 40才～69才 採血・心電図・診察等 1,000円 
 胸　部　検　診 40才以上 胸部レントゲン撮影 1,000円(70才以上 500円)  
 前立腺がん検診 50才以上男性 採　　血 1,000円(70才以上 500円)  
 介護予防検診 65才～69才 介護予防に関する問診等 無　　料 
 肝 が ん 検 診 節目(40才)・節目外(下記参照) 採　　血 無　　料 

○
不
妊
治
療
の
助
成
が
１
年
度
あ
た
り
２
回
に
、

所
得
制
限
も
７
３
０
万
円
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。

○
治
療
の
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
内
（
３
月

31
日
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
福
岡
県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
に
対
す
る

不
妊
治
療
費
の
助
成
と
相
談
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

（
不
妊
治
療
費
の
助
成
）

対
象
者

福
岡
県
内
（
北
九
州
市
、
福
岡
市
を
除

く
）
に
居
住
し
て
い
る
法
律
上
の
ご
夫
婦
（
外

国
籍
の
方
は
外
国
人
登
録
原
票
で
夫
婦
と
確
認

で
き
る
方
）

所
得
制
限

夫
及
び
妻
の
所
得
合
計
額
が
７
３
０

万
円
未
満
の
方
。（
所
得
の
計
算
方
法
は
申
請

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

対
象
治
療

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
凍
結
卵
・

胚
を
使
用
し
た
治
療
も
含
む
）

※
凍
結
保
存
料
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
排
卵
に
至
ら
な
い
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額

１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
額
10
万
円
、

１
年
度
あ
た
り
２
回
ま
で
通
算
５
年
度
。

医
療
機
関

福
岡
県
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関

問
合
せ
先

久
留
米
保
険
福
祉
環
境
事
務
所

児
童
家
庭
係

1
３
０
・
１
０
７
２

※
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
照
会
し
ま
す
。

「
も
し
か
し
た
ら
不
妊
？
」「
不
妊
治
療
に
つ
い

て
知
り
た
い
」
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談
を

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
先

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
久
留
米
）

1
３
７
・
８
３
０
１

 実　施　日 実　施　区　名 検　診　会　場 実　施　日 実　施　区　名 検　診　会　場 

 ８月１日(水) 菅野・西原  8月19日(日) 全　町 中央公民館 

 ８月２日(木) 床島・鳥飼  ８月22日(水) 鵜木・下高橋  

 ８月３日(金) 冨多・高食・守部  ８月23日(木) 上高橋・今  

 ８月５日(日) 全　町 中央公民館 ８月24日(金) 高樋・中川  

 ８月７日(火) 東本郷・甲条・西栄田  ８月27日(月) 北山隈・西大刀洗  

 ８月８日(水) 南本郷・春日  ８月28日(火) 山隈  

 ８月９日(木) 西本郷・栄田・稲数  ８月29日(水) 北鵜木 

憩いの園大堰交流 

センター 南部コミュニティ 

センター 

就業改善センター ふれあいセンター 

不
妊
治
療

不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談

に
関
す
る
相
談 

不
妊
治
療

不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談

に
関
す
る
相
談 

不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談 
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◆材料（１人分）
鶏ささみ肉 1/2本
グリーンアスパラガス 2本
にんじん 10ｇ
大根 80ｇ
生しいたけ 1枚

ねりごま（白） 大さじ1
さとう 小さじ1
薄口しょうゆ 小さじ1/2
酢 大さじ1

塩 少々
こしょう 少々
酒 小さじ1
しょうゆ 小さじ1/2

◇作り方
①鶏ささ身は縦に包丁目を入れて開き、軽く塩、こしょうをふり、小
鍋に並べて酒をふり、汁けがなくなるまで弱火で蒸し煮する。冷め
たら繊維に沿って細く裂く。
②アスパラガスは茹でて２～３ｃｍの長さの細切りにし、にんじんも
同じ長さの短冊切りにして茹で、大根は３ｃｍの短冊切りで塩を軽
くしておく。
③生しいたけは汚れを落とし、石づきを取って焼き網にのせ、弱火で
両面を焼き、酒、しょうゆを合わせた中に入れ、冷めたら薄切りに
する。
④②の野菜を軽くふき、ボウルに入れ、①と③、酢を加えて軽く混ぜる。
⑤Ａを混ぜ合わせ、④を加えてよく混ぜあわせる。

アスパラガスにはグリーンとホワイトがあり、グリーンのほうが苦
味や香りが強い。疲労回復効果のあるアスパラギン酸を含みグリーン
はホワイトより、カロチン、ビタミンＣが豊富（グリーンは地上で、
ホワイトは土の中で栽培）です。

野菜と蒸し鶏のごま酢あえ

ヘルシー料理

Ａ

日
本
脳
炎
と
は

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で

お
こ
る
脳
や
脊
髄
な
ど
の
疾
患
で

す
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
は

な
く
、
ブ
タ
な
ど
の
体
内
で
ウ
イ

ル
ス
が
増
殖
さ
れ
た
後
に
そ
の
ブ

タ
を
刺
し
た
蚊
が
ヒ
ト
を
刺
す
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
６
〜

16
日
間
の
潜
伏
期
間
の
あ
と
、
高

熱
・
頭
痛
・
嘔
吐
・
意
識
障
害
を

生
じ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
無
症
状
に
終

わ
り
、
発
病
率
は
１
０
０
人
か
ら

１，

０
０
０
人
に
１
人
程
度
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
脳
炎
に
か
か
っ

た
と
き
の
死
亡
率
は
20
〜
40
％

で
、
半
数
程
度
は
重
度
の
後
遺
症

が
残
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

感
染
源
は
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
蚊
で
す
。
注
意
す
る

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
戸
外
へ
出
か
け
る
時
に
は
、
念

の
た
め
で
き
る
限
り
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
。

②
露
出
し
て
い
る
皮
膚
に
は
蚊
除

け
剤
等
を
使
用
す
る
。

③
網
戸
を
使
用
す
る
。

④
住
宅
周
辺
に
水
溜
り
を
作
ら
な

い
よ
う
心
が
け
る
。

⑤
側
溝
等
を
定
期
的
に
掃
除
す
る
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
と

重
症
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性

脳
脊
髄
炎
）
と
の
因
果
関
係
が
疑

わ
れ
る
た
め
、
平
成
17
年
５
月
30

日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
「
日
本

脳
炎
予
防
接
種
の
差
し
控
え
」
の

通
知
に
よ
り
、
積
極
的
な
接
種
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
厚
生
労
働
省

か
ら
「
ブ
タ
の
抗
体
保
有
率
が
高

い
九
州
、
中
国
、
四
国
地
方
等
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
こ
れ
ま
で
に

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
一
度
も
受

け
た
こ
と
が
な
い
対
象
者
の
方
は

夏
に
な
る
前
に
、
第
１
期
の
初
回

接
種
（
１
〜
４
週
間
隔
で
２
回
）

を
で
き
れ
ば
考
慮
さ
れ
た
方
が
良

い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

い
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

※
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
等
も

含
め
、
主
治
医
の
先
生
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

盆休み期間中の外来診察体制 

※休日診療センター： 
　小郡三井休日診察センター（小郡市上岩田217－1） 

8月12日 
（日） 

8月13日 
（月） 

8月14日 
（火） 

8月15日 
（水） 

内科 

内科・外科 

内科 

内科 

外科 

内科・外科 

歯科 

内科 

内科 

内科・外科 

歯科 

内科 

内科 

内科・外科 

歯科 

※休日診療センター 

嶋田病院 

協和病院 

聖和記念病院 

神代病院 

嶋田病院 

ごとう歯科医院 

協和病院 

聖和記念病院 

嶋田病院 

さとう歯科医院 

聖和記念病院 

丸山病院 

嶋田病院 

いのうえ歯科クリニック 

72－5534 

72－2236 

72－2121 

75－1230 

78－3177 

72－2236 

77－2951 

72－2121 

75－1230 

72－2236 

72－2903 

75－1230 

73－0011 

72－2236 

23－0111

月　日 診療科目 医療機関名 電話番号 

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脳
脊

髄
炎
）
と
は

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

と
し
て
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
は
、
７
０
〜

２
０
０
万
回
の
接
種
に
１
回
程
度
、

極
め
て
ま
れ
に
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

常
、
接
種
後
数
日
か
ら
２
週
間
程

度
で
発
熱
、
頭
痛
、
け
い
れ
ん
、

運
動
障
害
等
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

万
が
一
発
症
し
て
も
そ
の
多
く
は

正
常
に
回
復
し
、
再
発
は
通
常
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
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広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ
と
広
場
ち
ゃ
お

の
水
曜
日
は
、
親
子
あ
そ
び
で
毎
月

あ
そ
び
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
６

月
は
新
聞
紙
で
ボ
ー
ル
を
作
っ
て
遊

び
ま
し
た
。

保
護
者
の
急
な
用
事
や
求
職
な
ど

の
理
由
で
短
期
間(

半
日
・
一
日
単

位
で)

保
育
を
す
る
制
度
が
一
時
保

育
で
す
。
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
登
録
・
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

広
場
ち
ゃ
お

午
前
10
時
〜
正
午

・
園
庭
開
放

(

４
日
・
８
日
・
18
日
・
22
日)

本
郷
保
育
所
の
園
庭
で
遊
び

ま
す
。
砂
場
で
の
水
あ
そ
び
や

プ
ー
ル
あ
そ
び
（
８
日
、
22
日

の
み
）
を
楽
し
み
ま
す
。

◎
８
月
の
「
お
弁
当
の
日
」
は
お

休
み
に
し
ま
す
。

・
親
子
あ
そ
び(

１
日
・
29
日)

動
物
の
ま
ね
っ
こ
し
よ
う

・
ほ
っ
と
タ
イ
ム(

３
日
・
17
日)

離
乳
食
や
食
育
、
子
育
て
に
つ

い
て
気
に
な
る
こ
と
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。(

栄
養
士
・

保
育
士)

・
ベ
ビ
ー
ち
ゃ
お(

10
日
・
24
日)

生
後
８
カ
月
ぐ
ら
い
ま
で
の
乳

児
を
対
象
と
し
、
お
っ
ぱ
い
や

ミ
ル
ク
、
発
育
な
ど
の
相
談
が

で
き
ま
す
。(

助
産
師
・
保
健
師)

広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ(
７
日
・
21
日
・
28
日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

親
子
あ
そ
び(

体
操
・
手
あ
そ

び
・
動
物
の
ま
ね
っ
こ
し
よ
う)

※
８
月
11
日(

土)

は
「
ち
ゃ
お
の
夏

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

No.11

8月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

ちゃお 

ちゃお 

ちゃお 
園庭開放 

 

ちゃお 

ほっとタイム 
（栄養・子育て） 

ちゃお 
園庭開放 

ちゃお 
園庭開放 

ちゃお 
園庭開放 

ちゃおの 

　夏まつり 

※ 

ちゃお 

お話し会 
親子遊び 

ちゃお 

お話し会 
親子遊び 

ベビーちゃお 
（生後8ヶ月まで） 

ちゃお 

ほっとタイム 
（栄養・子育て） 

ベビーちゃお 
（生後8ヶ月まで） 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

ちゃお 

ぐるりんぱ 
（大） 

ぐるりんぱ 
（南） 

ぐるりんぱ 
（就） 

(大)大堰交流センター (就)就業改善センター
(南)南部コミュニティセンター

親子あそび

（
本
郷
保
育
所
横
）
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７
月
７
日
、
七
夕
お
は
な
し
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
天
の
川
が
登

場
し
、
会
場
は
夜
空
の
世
界
と
な

り
、
き
ら
め
く
星
た
ち
と
会
話
を

楽
し
む
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し

た
。集

ま
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
願
い
が
ひ
と
つ
で
も
多
く
届
い

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
一
般
書
）

「
夜
明
け
の
街
で
」

東
野
　
圭
吾
　
著

不
倫
す
る
や
つ
な
ん
て
馬
鹿
だ
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
僕
は
越
え

て
は
い
け
な
い
境
界
線
を
越
え
て
し

ま
う
。
し
か
も
、
彼
女
は
、
15
年
前

に
起
き
た
殺
人
事
件
の
容
疑
者
だ
っ

た
。
事
件
は
ま
も
な
く
時
効
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
た
…
。

東
野
圭
吾
の
新
境
地
に
し
て
最
高

傑
作
小
説
！
　
　
　

角
川
書
店
　
刊

（
児
童
書
）

「
角
野
栄
子
の
ち
い
さ
な
ど
う
わ
た
ち
」

１
巻
〜
６
巻

角
野
　
栄
子
　
作

合
言
葉
は
「
オ
パ
　
オ
パ
　
マ
ジ
コ

オ
パ
　
マ
ジ
コ
」。
な
ん
だ
か
へ
ん
て
こ

な
じ
ゅ
も
ん
で
す
ね
。

で
も
、
こ
の
合
言
葉
で
あ
な
た
は
お

話
の
世
界
へ
ひ
と
っ
飛
び
！

１
冊
に
短
い
お
話
が
２
〜
５
篇
入
っ

て
い
ま
す
の

で
、
朝
の
読

書
タ
イ
ム
で

も
す
ぐ
に
読

め
ま
す
。

ポ
プ
ラ
社
刊

ねこのことわざえほん／高橋　和枝
だめだめすいか／白土　あつこ
子どもにおくる本　沖縄は戦場だった

／鈴木　喜代春　他
やまぼうし村のピッキ／南塚　直子
おさるのおいかけっこ／いとう　ひろし
12の星のものがたり／tupera tupera
チャレンジ！パワー脳パズル／横山　験也
ファーブル昆虫記（こおろぎ　せみ　あわふきむし
かまきり じがばち たまころがし）／小林 清之介
グリーン・レクイエム／新井素子
恋して☆オリーブへこましたい！／東　多江子

児

童

書

塩の街／有川　浩
ちんぷんかん／畠中　恵
反転／田中　森一
風林火山 ３ 火の巻／井上　靖
ランナー／あさの　あつこ
ぼくには数字が風景に見える

／ダニエル・タメット
不都合な真実 ECO入門編／アル・ゴア
僕はパパを殺すことに決めた／草薙　厚子
年金問題の正しい考え方／盛山　和夫
レジ袋がなくなる日

／環境問題を考える編集者の会
合計441冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

   8/1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 9/1 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 

8月・9月の休館日 

七
夕
会

たのしい手あそび 歌にあわせて「七夕」の
ブラックシアター

短冊にお願いを書いて

オリジナルうちわ作成中 大型紙芝居 すてきなお話に熱中
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大雨が降ると河川にペットボトルや発泡スチロールなどのごみが
筑後大堰に流れてきます。流れてきたごみがたまると船や魚の通り
道をふさいだり、水門の操作に支障をきたします。
平成18年度は、約1,090立方メートルのごみを処理しました。こ

れは、25mプール（長さ25m×幅10m×高さ１m）の約４杯分にな
ります。
ごみは河川の景観や環境を悪くします。河川美化にご協力をお願

いします。

～ちっごと共に歩む～
独立行政法人水資源機構筑後大堰管理所
久留米市安武町武島1063の2
/0942-26-4551

HP http://www.water.go.jp/chikugo/coozeki/
携帯サイト http://k-ozeki.jp

前回と前々回は、「L」字型というか「長靴」を

横にしたような奇妙な形の石室をもった、本郷鶯塚

1・３号墳の話でしたが、石室を造り葬られる人た

ちは、地域のなかでも有力者と考えられます。一般

の人々は、どんな墓に葬られたのでしょうか。鶯塚

1号墳から20ｍ程離れたところで、長さ90cm、幅

50㎝深さ50cmほどの素掘りの穴に数個の石でふた

をした小さな墓が見つかりました。骨はすでに溶け

て失われていましたが、供え物でしょうか、穴の開

いた壺と鉄の矢じりが見つかりました。近くでも同

じように穴の開いた壺を供えた墓が見つかっていま

す。簡単な構造の墓なので、一般の人々の墓は、こ

んなものだったのでしょう。

さて、墓の中に土器を供えるのは、元々朝鮮半島

の風習と考えられています。近くでは朝倉市の池の

上・古寺古墓群で同じような土器を供えた墓が十数

基見つかっており、朝鮮半島の風習を伝える人々が

大刀洗や朝倉で活躍していたのかもしれません。

たちあらい 

第16回 古墳時代の大刀洗（３）

本郷野開遺跡の石蓋土壙墓（いしぶたどこうぼ）右は蓋を除いたところ

墓の中には土器と鉄器が 出土した土器は珍しい古い時期の須恵器

河川にごみを捨てないで！河川にごみを捨てないで！ 河川にごみを捨てないで！河川にごみを捨てないで！ 河川にごみを捨てないで！

筑後大堰管理所は環境ISO14001を取得しています。

魚　道 ごみズームアップ
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６
月
30
日
（
土
）
大
堰
小
学
校
に
お
い

て
、
第
23
回
大
刀
洗
町
内
親
善
少
年
剣
道

大
会
及
び
第
15
回
ひ
ば
り
カ
ッ
プ
少
年
剣

道
大
会
が
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

剣
士
た
ち
は
心
技
体
と
日
頃
の
成
果
を

存
分
に
生
か
し
試
合
を
行
な
い
ま
し
た
。

※
結
果
発
表

（
小
学
生
団
体
の
部
）

優
　
勝
　
菊
池
会
Ａ

準
優
勝
　
大
刀
洗
剣
心
会
Ａ

三
　
位
　
菊
池
会
Ｃ

（
小
学
生
個
人
　
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
福
嶋
　
萌
（
大
刀
洗
剣
心
会
）

準
優
勝
　
秋
吉
　
魁
人
（
大
堰
剣
心
会
）

三
　
位
　
辻
本
　
竜
正
（
菊
池
会
）

（
小
学
生
個
人
　
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
馬
場
　
あ
ず
さ（

大
刀
洗
剣
心
会
）

準
優
勝
　
矢
野
　
正
悟
（
大
堰
剣
心
会
）

三
　
位
　
松
田
　
佳
之
（
菊
池
会
）

（
中
学
生
男
子
個
人
の
部
）

優
　
勝
　
古
賀
　
崇
志

準
優
勝
　
馬
場
　
湧
士
郎

三
　
位
　
永
松
　
茂
樹

三
　
位
　
山
田
　
康
平

（
中
学
生
女
子
個
人
の
部
）

優
　
勝
　
松
田
　
成
世

準
優
勝
　
實
藤
　
成
美

三
　
位
　
甲
斐
田
　
清
美

三
　
位
　
永
松
　
世
羅

７
月
８
日(

日)

に
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

と
中
学
校
体
育
館
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

パ
リ
ー
グ
予
選
で
は
昨
年
の
セ
パ
優
勝

チ
ー
ム
同
士
が
激
突
し
、
セ
リ
ー
グ
予
選

で
は
、
２
チ
ー
ム
の
勝
数
、
セ
ッ
ト
数
、

得
失
点
差
と
も
に
同
点
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
争
う
と
い

う
大
会
史
上
初
？
の
珍
事
が
起
こ
る
な
ど
、

両
リ
ー
グ
と
も
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。

激
戦
の
パ
リ
ー
グ
を
制
し
た
の
は
、
昨

年
の
決
勝
で
涙
を
飲
ん
だ
北
鵜
木
分
館
。

フ
ル
セ
ッ
ト
の
接
戦
が
続
い
た
セ
リ
ー

グ
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
た
北
山
隈
分
館
が
優
勝
し
ま

し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

少
年
剣
道
大
会

瞬きする暇もない竹刀さばき

一身攻防ですごい踏み込み

願いを込めた渾身のアタック

菊
池
校
区
勢
が
両
リ
ー
グ
制
覇
!!

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会



６月28日(木)夕方、大刀洗町内３カ所で人権擁護委員と行政職員が、同和問題の解消を願いチラシ等を配布し、
街頭啓発を実施しました。
７月１日(日)には、ドリームセンターにおいて同和問題啓発強調月間講演会を開催しました。タレントのなべ

おさみさんを講師に招き、約350名の参加者のもと「幸せをあきらめない」と題し、50年にわたる芸能生活の中
からどんなに苦しくても挑戦してきた生き様を語られました。
講演の合間に同和

問題の歴史等をわか
りやすく話され、同
和問題に対する正し
い認識と理解をより
一層深めることがで
きました。

広報たちあらい H19.８ 14

６月15日（金）にわかば大学が開催されました。
今年度第４回わかば大学では、「町づくり」をテーマ

に、昨年本町で行いました「人権・同和問題町民意識
調査」について「要約版」を基に学習しました。講師
は、元生涯学習課の早川です。丁寧なわかりやすい説
明に皆さん真剣に耳を傾けてありました。
「私たちが当たり前と思っていることの中に相手を

傷つけていることがあるのですね。」などの感想をいた
だき「人権」についてみんなで考えることの大切さを
感じていただけたのではないでしょうか。

高齢者学級　わかば大学学習ノート
「みんなが住みよい大刀洗町にするために」

～人権・同和問題 町民意識調査より～

興味深い話しに真剣な眼差し

鴨の大行進！家族そろってお散歩！

下高橋地区の用水路に鴨の親子が発見されました。５月初頃、
水路で卵が発見され、地元の方々が外敵から卵を守るため草など
で保護し見守りました。６月下旬には、水路を１羽の親鳥と11羽
のひな鳥が元気よく泳いでいました。
下高橋地区に立ち寄られるときは、水路を覗いてみてはいかが

でしょう。もしかしたら、鴨の親子に会えるかもしれません。

鴨の親子を発見

７月の同和問題啓発強調月間に街頭啓発と講演会を開催しました

夕方の店頭でチラシ等の配布 ユーモアをまじえての公演
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７月は「社会を明るくする運動」強調月間です。大刀洗町でも７月
２日（月）に役場玄関において大刀洗町保護司会のみなさんがタスキ
を掛け、来町される方々に呼びかけました。
住民のみなさんが、少年非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ

いて理解し、罪を犯した人たちの立ち直りを温かい目で見守り、援助
の手をさしのべ、力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を作りま
しょう。

「社会を明るくする運動」強調月間

役場玄関口で呼びかけを実施

みんなのねがいごとは何かな

７月５日（木）本郷保育所において、たなばたまつりが行なわ
れました。園児たちは、がんばって作った飾りと短冊を書き、笹
の葉に結んでおねがいごとをしました。また、ホールにおいて園
長先生のお話の後、七夕の劇を観て、おうたを歌いました。最後
に見に来てくれた親たちにお礼のご挨拶をしました。

たなばたまつりかい

思いを込めた力強い講演

自己ベストを目指してガンバレ

７月12日（木）「男女共同参画ってどんなこと？」そんな素朴
な疑問をテーマに、福岡県男女共同参画センターあすばる館長の
中嶋玲子さんを講師に迎え、第一回あすばる出前講座を開催しま
した。
当日は、約100名の参加があり、「男女共同参画とは男性と女

性がお互いを認め合い、尊重し合い、支えあいながら町づくりに
参加・参画していくこと」について講話を聞きました。参加者の
皆さんからも、「いい町にしていくために、みんな（老若男女）で
がんばらなくてはと思いました。」などの感想をいただきました。
第二回（11月1日）、第三回（12月1日）講座への参加もよろ

しくお願いいたします。

第一回あすばる出前講座
男女共同参画ってなんじゃろ会

７月18日（水）に大堰小学校にて６年生、本郷小学校にて５年生

の水泳記録会が開催されました。

大刀洗町内の小学校４校での記録会でみんな今までの練習成果を

保護者の前で存分に発揮していました。また、選手が呼ばれると同

学校の仲間たちは声援を上げ、競技が終了するまで力いっぱいの応

援をしていました。

第43回大刀洗町内小学校水泳記録会



６
月
23
日
（
土
）
に
筑
後
チ
ル
ド
レ
ン

ズ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
初
め
て
の
体
験
に
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
。

は
じ
め
に
味
噌
作
り
、
昼
食
を
と
っ
た
後
は
、

田
植
え
体
験
と
田
ん
ぼ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
す
ば
ら
し
い
一

日
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
い
農
協
女
性
部
の
指
導
に
よ
り
、

は
じ
め
て
の
味
噌
づ
く
り
体
験
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た

み
そ
、
３
ヵ
月
後
が
楽
し
み
で
す
。

大
刀
洗
町
食
生
活
改
善
推
進
会
の
協
力
に
よ
り
、

昼
食
に
は
、
豆
腐
を
混
ぜ
込
ん
だ
ハ
ン
バ
ー
グ
と
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
混
ぜ
ご
飯
。
吸
い
物
に
は
味
噌
作
り

の
子
ど
も
た
ち
が
ち
ぎ
っ
て
入
れ
た
だ
ご
汁
。
見
た

目
も
よ
く
栄
養
バ
ッ
チ
リ
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
で
し
た
。

広報たちあらい H19.８ 16

味
噌
の
つ
く
り
方

①

米
・
麦
を
き
れ
い
に
洗
う
。

②

米
・
麦
を
や
わ
ら
か
く
な
る
ま

で
蒸
す
。

③

こ
う
じ
菌
を
混
ぜ
る
。

④

暖
か
い
所
で
２
〜
３
日
ね
か
せ

る
。

⑤

塩
を
混
ぜ
て
「
こ
う
じ
」
の
で

き
あ
が
り
。

⑥

大
豆
を
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で

煮
る
。

⑦

大
豆
を
し
っ
か
り
つ
ぶ
す
。

⑧

こ
う
じ
と
混
ぜ
合
わ
せ
「
み
そ
」

の
で
き
あ
が
り
。

⑨

容
器
に
す
き
ま
な
く
入
れ
る
。

⑩

暗
く
涼
し
い
所
で
２
〜
３
カ
月

ゆ
っ
く
り
ね
か
せ
る
。

味
噌
づ
く
り

お
い
し
い
昼
食
の
時
間

指導員みたいにうまく混ぜれたかな段々と手あそびが出はじめてきたかな

おいしそう、いただきます だんごをみんなでちぎりました



お
米
が
出
来
る
ま
で
を
み
い
農
業
協
同
組

合
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
役
場
近
く
の

田
ん
ぼ
を
借
り
て
田
植
え
体
験
、
苗
を
持

ち
〝
い
ざ
〞
田
ん
ぼ
の
中
へ
。

冨
多
地
区
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
の
田
ん
ぼ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
普
段
体
験
で
き
な
い
遊
び
ば
っ
か
り
で
、
み
ん
な
大

は
し
ゃ
ぎ
。
今
日
は
ど
ん
な
に
洋
服
が
汚
れ
て
も
親
に
怒

ら
れ
な
い
ぞ
と
、
終
了
時
間
ま
で
誰
も
上
が
る
こ
と
な
く

泥
ん
こ
ま
み
れ
で
し
た
。

17 H19.８ 広報たちあらい

秋の収穫が楽しみです お米が出来るまでの説明

お
い
し
い
お
米
を
つ
く
ろ
う

田
ん
ぼ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
の
レ
ー
ス

田
ん
ぼ
以
外
で
は
体
験
で
き
な
い

全員参加で盛り上がるサッカー対決 乗り手が楽しそうなそりレース
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来
る
８
月
６
日
は
広
島
に
、
８

月
９
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
日
で
す
。

当
日
、
広
島
と
長
崎
で
は
、
慰

霊
並
び
に
平
和
式
典
が
執
り
行
な

わ
れ
、
原
爆
投
下
時
刻
で
あ
る
８

月
６
日
午
前
８
時
15
分
及
び
８
月

９
日
午
前
11
時
２
分
に
平
和
の
鐘

を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

や
ご
家
庭
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念

の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

場
所

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

春
日
市
原
町
３
丁
目
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
６
Ｆ

昼
間
の
相
談

８
月
21
日
（
火
）

９
月
４
日
（
火
）

10
月
２
日
（
火
）

10
月
16
日
（
火
）

11
月
20
日
（
火
）

（
時
間
）

午
後
１
時
〜
３
時

夜
間
の
相
談

８
月
７
日
（
火
）

８
月
28
日
（
火
）

９
月
11
日
（
火
）

９
月
26
日
（
水
）

10
月
23
日
（
火
）

11
月
13
日
（
火
）

11
月
27
日
（
火
）

（
時
間
）

午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

※
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
連
合

会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
後
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
早
急
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
相
談
は
先
着

順
と
し
、
１
日
４
人
、
一
人
の

相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

事
務
局

1
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

日
時

８
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ア
ス
テ
ラ
ス

内
容

相
続
や
遺
言
、
不
動
産
登

記
・
商
業
登
記
、
多
重
債
務
、
裁

判
等
、
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
司
法
書
士
が
会
場
で
無

料
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会

共
催

小
郡
市

予
約
先

福
岡
県
司
法
書
士
会

筑
後
支
部
　
担
当
　
内
田

（
司
法
書
士
法
人
く
ぬ
ぎ
事
務
所
内
）

1
０
９
４
４
・
７
５
・
６
５
５
０

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

・
街
角
で
呼
び
止
め
ら
れ
、
し
つ

こ
く
勧
誘
を
さ
れ
て
や
む
な
く

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
…

・
『
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
』
と

呼
び
か
け
ら
れ
、
お
店
に
連
れ

て
行
か
れ
強
引
に
契
約
を
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
…

・
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

・
借
金
が
増
え
て
、
返
済
が
苦
し

く
て
困
っ
て
い
る
。

※
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
お
困
り
の
方
は
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

日
時

・
悪
質
商
法
夜
間
電
話
相
談

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
６
時
〜
８
時

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
夜
間
電

話
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日（

祝
日
を
除
く
）

午
後
６
時
〜
８
時

方
法

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

1
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hom
epage3.nifty.com

/
ossyoi/shouhisha/index.htm

l

主
催

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会

日
時

８
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

「
大
刀
洗
町
ド
リ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
　
会
議
室
」

内
容

家
族
の
争
い
を
起
こ
さ
な

い
相
続
は
、
遺
言
書
を
書
く
こ
と

資
料
代

５
０
０
円

申
込
締
切

８
月
16
日（
木
）必
着

申
込
・
問
合
せ
先

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、「
遺
言
相
続
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
希
望
と
記
入
し

て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
８
３
０
・
０
０
０
１

久
留
米
市
小
森
野
５
丁
目
18
番

25
号

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
お
世

話
人
セ
ン
タ
ー
事
務
局

担
当
　
水
田

1
０
９
０
・
７
９
２
０
・
５
９
５
０

講
習
会
①
「
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
レ
ベ
ルE

xcel
2002

」
講
習
会

養
育
費
等
の
無
料
法
律
相
談

（
母
子
家
庭
）

司
法
書
士
に
よ
る
「
悪
質
商

法
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

無
料
電
話
相
談
」
実
施
中

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
並
び

に
平
和
祈
念
の
黙
と
う

就
業
支
援（
母
子
家
庭
の
母

ま
た
は
寡
婦
の
方
）講
習
会

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

「
平
成
！
遺
言
と
相
続
の
達
人
」

セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ト
２
・

遺
言
書
の
書
き
方
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開
催
地

春
日
ク
ロ
ー
バ
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
春
日
市
原
町
３
・
１
・
７
）

期
間

10
月
10
日（
水
）〜
26
日（
金
）

の
平
日
昼
11
日
間
（
延
べ
55
時

間
）

定
員

20
名
（
書
類
選
考
、
定
員

オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
抽
選
、
応

募
数
10
名
未
満
は
中
止
）

受
講
料

無
料
（
但
し
検
定
料
・

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
約
１
５，

０
０
０
円
程
度
自
己
負
担
）

託
児

有
（
１
才
〜
６
才
迄
の
就

学
前
の
子
ど
も
）

締
切
日

８
月
24
日
（
金
）

講
習
会
②
「
パ
ソ
コ
ン
操
作

E
xcel

集
中
講
座
」
講
習
会

開
催
地

え
ー
る
ぴ
あ
久
留
米

能
力
開
発
室
（
久
留
米
市
諏
訪

野
町
１
８
３
０
・
６
）

期
間

10
月
４
日（
木
）〜
５
日（
金
）、

10
日（
水
）〜
12
日（
金
）、17
日（
水
）

〜
19
日（
金
）の
平
日
８
日
間

（
延
べ
24
時
間
）

定
員

10
名
（
書
類
選
考
、
定
員

オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
抽
選
、
応

募
数
10
名
未
満
は
中
止
）

受
講
料

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
約
３，

０
０
０
円
程

度
自
己
負
担
）

託
児

無

締
切
日

９
月
３
日
（
月
）

申
込
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
　
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

1
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
35
歳
未
満
の

若
年
者
を
対
象
に
就
職
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
就
き
た
い
け
れ
ど
何
を

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

一
人
で
就
職
活
動
を
す
る
の
は
不

安
。
応
募
書
類
の
書
き
方
が
わ
か

ら
な
い
。
な
ど
様
々
な
ご
相
談
に

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
お

応
え
し
ま
す
。

利
用
・
相
談

無
料

問
合
せ
先

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
　
筑
後
ブ
ラ
ン
チ

久
留
米
市
諏
訪
野
町
２
３
６

３
・
９

サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
内

1
３
３
・
４
４
３
５

利
用
時
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
７
時

土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
（
日
・
祝
日
休
み
）

ニ
ー
ト
の
若
者
の
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の

窓
口
を
設
け
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

臨
床
心
理
士
が
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
（
要
予
約
）。

日
時

毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
内

対
象

15
歳
〜
34
歳
の
無
業
の
方

ま
た
は
そ
の
保
護
者

相
談
予
約
・
問
合
せ
先

福
岡
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
務
局

1
０
９
２
・
７
３
９
・
３
４
０
５

改
正
に
伴
い
ま
し
て
、
離
職
証

明
書
・
資
格
取
得
届
な
ど
具
体
的

な
書
類
の
作
成
方
法
を
中
心
に
、

主
に
雇
用
保
険
事
務
担
当
者
向
け

の
内
容
で
、
説
明
会
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
（
第
一
回
）８
月
30
日
（
木
）

（
第
二
回
）９
月
13
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
受
付
午
前
９
時
15
分
〜
）

場
所

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
２
１

０
・
２
１
１
研
修
室

※
申
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員
に

な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま

す
。（
一
日
に
最
大
70
名
）

参
加
料

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久
留
米
適
用
課

1
３
５
・
８
６
０
９

①
シ
ニ
ア
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

期
間

８
月
22
日
〜
10
月
19
日

の
毎
週
水
・
金
曜
日

時
間

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

45
分(

２
時
間
30
分
×
18

回
＝
45
時
間)

内
容

入
力
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
の
基
本

対
象
者

初
心
者

定
員

19
名

受
講
料

２
９，

０
０
０
円

②
は
じ
め
て
の
デ
ジ
カ
メ

期
間

９
月
５
日
〜
28
日
の
毎

週
水
・
金
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

(

２
時
間
30
分
×
８
回
＝
20

時
間)

内
容

デ
ジ
カ
メ
撮
影
・
取

込
・
印
刷
等

対
象
者

パ
ソ
コ
ン
経
験
者

定
員

19
名

受
講
料

１
６，

０
０
０
円

③
ワ
ー
ド
入
門

期
間

８
月
28
日
〜
10
月
４
日

の
毎
週
火
・
木
曜
日

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

(

２
時
間
30
分
×
12
回
＝
30
時
間)

内
容

文
書
作
成
の
基
本

対
象
者

初
心
者

定
員

19
名

受
講
料

２
１，

０
０
０
円

場
所

久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

※
電
話
予
約
後
、
ご
入
金
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
先
着
順
に

受
付
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

久
留
米
市
東
合
川
５
・
９
・
１
０

1
４
４
・
５
２
０
１

FAX
４
３
・
２
９
６
４

江
川
ダ
ム
・
寺
内
ダ
ム
・
小

石
原
川
ダ
ム
の
３
ダ
ム
で
は
、

ダ
ム
施
設
の
見
学
や
「
水
の

郷
」
と
い
わ
れ
る
朝
倉
地
域
の

紹
介
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
申

込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
日

８
月
５
日
（
日
）

江
川
ダ
ム
・
寺
内
ダ
ム
見
学
会

受
付
時
間

午
前
の
部

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

午
後
の
部

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

水
の
郷
紹
介

午
前
９
時
〜
午
後
３
時（

随
時
）

会
場

両
ダ
ム
（
江
川
ダ
ム
・
寺

内
ダ
ム
）

問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
両

筑
平
野
用
水
総
合
事
業
所

福
岡
県
若
年
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り

ま
す
〜
改
正
雇
用
保
険

法
の
説
明
会

「
水
の
週
間
」

あ
さ
く
ら
３
ダ
ム
施
設

見
学
会
・
水
の
郷
紹
介

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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総
務
課

1
０
９
４
６
・
２
５
・
０
１
１
３

URLh
ttp
://w

w
w
.w
ater.go

.jp
/

ch
iku

go
/ryo

ch
iku

日
時

８
月
６
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
開
場
午
後
１
時
）

会
場

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

①
基
調
講
演
「
森
か
ら
未
来
を
み

る
」
Ｃ．

Ｗ．

ニ
コ
ル

②
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
優
秀
者
表
彰

式
③
ク
イ
ズ
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

参
加
料

無
料
（
定
員
　
１，

２

０
０
名
）

※
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
も
れ
な

く
エ
コ
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。

※
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.

jp/w
base.n

sf/d
oc/sin

po-in
-

tagaw
a?O

penD
ocum

ent

）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
・
６
７
４
・
２
３
６
０

電
子
メ
ー
ル

fccca@
keea.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.fccca.jp/

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
大

切
な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
肥
料
は
、
有
機
物
や
石
灰

を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
有
機
質
土
壌

改
良
材
で
、
種
ま
き
や
苗
の
植
え

付
け
前
に
元
肥
と
し
て
、
他
の
配

合
肥
料
な
ど
と
混
ぜ
て
使
い
ま

す
。
野
菜
、
花
、
庭
木
な
ど
に
幅

広
く
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

価
格

１
セ
ッ
ト
　
５
０
０
円

（
10
㎏
入
り
２
袋
、
配
送
料
、

消
費
税
込
み
）

※
１
袋
（
10
㎏
入
り
）
で
約
30
㎡

配
送
時
期

申
込
後
２
週
間
程
度

申
込
先

(

財)

福
岡
市
下
水
道
資

源
セ
ン
タ
ー

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
・
８
０
３
・
８
０
４

1
０
９
２
・
８
０
７
・
０
５
５
７

FAX
０
９
２
・
８
０
７
・
５
０
４
４

※
受
付
は
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

募
集
項
目

①
航
空
学
生

②
一
般
曹
候
補
生

③
２
等
陸
・
海
・
空
士

受
付
期
間

８
月
１
日
（
水
）
〜

９
月
７
日
（
金
）

応
募
資
格

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者

①
航
空
学
生

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

の
者

②
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

③
２
等
陸
・
海
・
空
士

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

合
格
発
表

試
験
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す

問
合
せ
先

福
岡
地
方
協
力
本
部

1
７
２
・
３
１
６
１

（
内
線
２
７
１
）

岩
石
採
取
に
伴
う
災
害
の
防
止

に
関
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能

に
つ
い
て
の
試
験
で
す
。

試
験
日

10
月
12
日
（
金
）

試
験
地

吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡

市
博
多
区
）

願
書
の
配
布
期
間

８
月
13
日

（
月
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

願
書
の
受
付
期
間

８
月
20
日

（
月
）
〜
９
月
14
日
（
金
）

問
合
せ
先

県
商
工
部
工
業
保
安
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
３
８

各
コ
ー
ス
日
時
　

①
10
月
１
日
〜
毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
〜(

１
時
間)

計
12
回

②
10
月
１
日
〜
毎
週
月
曜
日

午
後
７
時
〜(

１
時
間)

計
12
回

③
10
月
２
日
〜
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜(

１
時
間)

計
12
回

④
10
月
４
日
〜
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
〜(

１
時
間)

計
12
回

⑤
10
月
５
日
〜
毎
週
金
曜
日

午
前
11
時
〜(

１
時
間)

計
12
回

会
場

久
留
米
赤
十
字
会
館
５
階

温
水
プ
ー
ル

定
員

各
コ
ー
ス
20
人(

先
着
順)

対
象
者

満
40
歳
以
上
の
方

受
講
料

６，
０
０
０
円(

途
中
辞

退
で
も
返
還
い
た
し
ま
せ
ん)

申
込
期
限

９
月
28
日(

金)

申
込
方
法

申
込
者
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
受
講
希
望
コ
ー
ス

(

第
１
、
第
２
希
望
を
記
入)

・

職
業
・
電
話
番
号(

必
ず
連
絡

の
取
れ
る
番
号)

を
ご
記
入
の

う
え
、
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
の
申
込
先
に
直
接
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
事
業
部
久
留
米

講
習
普
及
セ
ン
タ
ー

〒
８
３
９
・
０
８
０
２

久
留
米
市
宮
ノ
陣
３
丁
目
４
番

２
７
号

1
３
６
・
５
８
４
３

FAX
３
６
・
６
０
１
９

福
岡
県
で
は
、
再
就
職
支
援
専

門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
き
め

細
か
な
就
職
活
動
支
援
を
お
こ
な

い
、
３
カ
月
で
就
職
を
め
ざ
す

「
再
就
職
成
功
へ
の
実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

概
ね
35
歳
以
上
60
歳
未

満
の
求
職
者
（
福
岡
県
在
住
の

方
）
支
援
者
数
２
４
０
人
以
上

応
募
期
間

５
月
〜
12
月
（
期
間

内
随
時
受
付
）

ふ
く
お
か
地
球
温
暖
化

防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
た
が
わ

〜
お
届
け
し
ま
す
〜

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料

「
博
多
の
び
の
び
」

平
成
19
年
度「
冬
季
水
中

健
康
講
座
」受
講
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

砕
石
業
務
管
理
者
試
験

３
カ
月
で
就
職
を
め
ざ
す
！

福
岡
県
再
就
職
支
援
事
業

参
加
者
募
集



説
明
会

毎
週
火
曜
日
に
県
内
４

地
区
で
開
催

・
第
１
週
（
飯
塚
市
）

・
第
２
週
（
北
九
州
市
）

・
第
３
週
（
久
留
米
市
）

・
第
４
週
（
福
岡
市
）

受
講
料

無
料

問
合
せ
・
申
込

福
岡
県
再
就
職

サ
ポ
ー
ト
事
務
局
（
テ
ン
プ
ス

タ
ッ
フ
転
身
サ
ポ
ー
ト
）

1
０
９
２
・
４
１
５
・
１
７
９
１

FAX
０
９
２
・
４
１
５
・
１
７
９
２

※
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
ご
案
内
し
ま
す
。

海
技
免
状
及
び
操
縦
免
許
証

は
期
間
満
了
の
日
の
１
年
前
か

ら
更
新
講
習
を
受
講
で
き
ま
す
。

ま
た
、
免
状
の
切
れ
て
い
る
方

も
、
失
効
再
交
付
講
習
を
受
講
さ

れ
ま
す
と
免
状
が
復
活
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
受
講
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。

久
留
米
市
更
新
講
習
会
日
程

日
時

９
月
８
日(

土)

受
付

午
後
２
時

開
始

午
後
２
時
30
分

場
所

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー(

共

同
ホ
ー
ル)

※
受
講
に
必
要
な
物

・
海
技
免
状

・
写
真
２
枚(

縦
4.5
×
横
3.5
㎝)

※
６
カ
月
以
内
撮
影

日
時

９
月
１
日(

土)

〜
２
日

（
日
）
午
後
２
時
〜

場
所

久
留
米
六
角
堂
広
場

内
容

市
内
外
の
焼
き
と
り
店

10
店
舗
ほ
ど
が
、
会
場
に
集

合
。
自
慢
の
味
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

久
留
米
焼
き
と
り

日
本
一
の
会
事
務
局

1
３
７
・
１
４
３
９

FAX
３
０
・
９
９
１
７

期
間

９
月
１
日
（
土
）

〜
２
日
（
日
）

場
所

巨
峰
開
植
の
碑
前
ほ
か

内
容

田
主
丸
に
巨
峰
が
栽
培

さ
れ
て
、
今
年
で
50
周
年
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
式
典
の

ほ
か
、
巨
峰
品
評
会
や
パ
ネ

ル
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

品
評
会

１
日
・
そ
よ
風
ホ
ー
ル

パ
ネ
ル
展

１
〜
２
日
・
そ
よ

風
ホ
ー
ル

記
念
式
典

２
日
　
午
前
10
時
〜
・
巨
峰

開
植
の
碑
前
（
巨
峰
ワ
イ
ン

工
場
内
）

※
８
月
９
日
（
木
）
ま
で
は
ハ

ウ
ス
栽
培
、
10
日
（
金
）
か

ら
は
路
地
栽
培
の
ブ
ド
ウ
狩

り
が
楽
し
め
ま
す
。

問
合
せ
先

久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
国
際
交
流
協
会
田
主
丸
事

務
所

1
０
９
４
３
・
７
２
・
４
９
５
６

FAX
０
９
４
３
・
７
２
・
４
９
５
９

日
時

９
月
15
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

場
所

王
子
若
宮
八
幡
宮

内
容

悪
疫
退
散
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
、
花
火
が
四
方
八

方
に
飛
び
散
り
ま
す
。

問
合
せ
先

花
火
動
乱
蜂
保
存
会

1
４
３
・
２
０
２
０

期
間

８
月
25
日
（
土
）

場
所

西
鉄
小
郡
駅
前
大
通
り

内
容

年
に
一
度
行
わ
れ
る
小

郡
市
民
ま
つ
り
は
今
年
で
第

30
回
目
を
迎
え
、
出
逢
い
と

め
ぐ
り
逢
い
「
七
夕
の
里
お

ご
お
り
」
を
象
徴
す
る
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駅
前
の
大
通
り
に
は
多
く

の
屋
台
が
立
ち
並
び
、
そ
の

先
に
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
が
設

け
ら
れ
、
織
姫
と
彦
星
の
七

夕
伝
説
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

小
郡
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会

1
７
２
・
４
１
２
１

期
間

９
月
８
日
（
土
）

〜
９
日
（
日
）

場
所

う
き
は
市
吉
井
町
札
の

辻
付
近

内
容

国
道
２
１
０
号
沿
い
の

古
美
術
品
店
が
並
ぶ〝
蔵
し
っ

く
通
り
〞
と
呼
ば
れ
る
一
帯

で
、九
州
一
円
か
ら
集
ま
っ
た

約
60
軒
の
骨
董
屋
さ
ん
も
集

ま
り
、「
お
宝
の
市
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
楽
し
み
の
一
つ

が
、
日
曜
の
お
昼
か
ら
行
わ

れ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

せ
り
の
駆
け
引
き
は
、
た
ま

り
ま
せ
ん
よ
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会
吉
井
支

局
1
０
９
４
３
・
７
６
・
３
９
８
０

21 H19.８ 広報たちあらい

ち

く

ご

路

か

わ

ら

版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞h

ttp
://w

w
w
.k
ttn
e
t.c
o
.jp
/k
u
ru
m
e
-k
o
ik
i/

蔵
し
っ
く
通
り
名
物

「
お
宝
の
市
」

焼
き
と
り
日
本
一
フ
ェ
ス
タ

巨
峰
開
植
50
周
年
記
念
行
事

花
火
動
乱
蜂

小
郡
市
民
ま
つ
り

・
住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
の

も
の
）

・
講
習
料
　(

身
体
検
査
、
印
紙
、

申
請
料
、
送
料
含
む)

更
新
　
８，

５
０
０
円

失
効
　
１
４，

４
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
先

宇
城
市
立
九
州
海
技
学
院

熊
本
県
宇
城
市
三
角
町
三
角
浦

１
１
９
３

1
０
９
６
４
・
５
２
・
２
４
５
１

FAX
０
９
６
４
・
５
２
・
３
０
４
１

※
講
習
希
望
者
の
方
は
必
ず
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
の
方
に
は
次
回
の
更
新
時

期
が
参
り
ま
し
た
ら
、
担
当
海
事

代
理
士
か
ら
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。今

回
の
、
講
習
が
受
講
出
来
な

い
方
は
、
毎
月
第
３
金
曜
日
午
前

９
時
よ
り
大
牟
田
市
（
三
池
港
湾

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
講
習

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
の
方
を
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

小
型
船
舶
更
新
・
失
効

再
交
付
講
習
開
催
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●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

（
締
切
は
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
総
務
課

８毎月
第３日曜日

●家族みんなが顔をそろえよう

●子どもの意見や考えを聞く

ようにしよう

●家族みんなでスポーツやレク

レーションをしよう

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう

●子どものしつけや方法について考えよう

庭の日庭の日家庭の日

納税納付には便利な口座振替を
ご利用ください。
今月の口座振替は、

８月28日（火）です。

8月の税(料)
町県民税 ２期

保育料 ８月分

国民健康保険税 ３期

下水道使用料 ３期

町営住宅使用料 ８月分

大刀洗町役場 税 務 課
下 水 道 課
健康福祉課
建 設 課

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

中
島
　
善
實
（
下
高
橋
）

亡
母
　
中
島
　
イ
サ
ヲ

田
中
　
安
子
（
西
栄
田
）

亡
夫
　
田
中
　
則
光

古
賀
　
新
作
（
鳥
飼
）

亡
父
　
古
賀
　
久
壽
夫

野
瀬
　
忠
行
（
菅
野
）

亡
母
　
野
瀬
　
ツ
チ
子

野
瀬
　
茂
喜
（
菅
野
）

亡
父
　
野
瀬
　
　
年

初
村
　
友
敏
（
上
高
橋
）

亡
母
　
初
村
　
イ
マ
ヨ

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

や
っ
と
先
月
末
頃
梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ね
。

セ
ミ
の
声
も
ち
ら
ほ
ら
と
聞
こ
え
始
め
て
、
も
う
す
ぐ
カ

ラ
ッ
と
し
た
晴
天
の
青
空
を
見
る
事
や
ろ
う
と
願
っ
と
り

ま
す
。

今
年
も
一
段
と
暑
い
夏
に
な
る
こ
と
や
ろ
う
と
思
と
り
ま

す
。み
な
さ
ん
方
も
日
射
病
や
熱
射
病
な
ど
注
意
ば
し
て
し
っ

か
り
予
防
ば
し
て
体
に
気
い
つ
け
ん
と
い
か
ん
で
す
よ
。

町
内
で
は
各
区
域
な
ど
で
夏
祭
り
ば
開
催
さ
れ
る
み
た

い
な
ん
で
、
広
報
担
当
と
し
て
は
良
か
ネ
タ
探
し
に
出
没

す
る
か
も
知
れ
ん
で
す
も
ん
。
そ
ん
時
は
よ
ろ
し
ゅ
う
お

願
い
し
と
き
ま
す
。

黒

★好きな食べ物　イクラ
★好きな人　おねえちゃん

権
ごん

藤
どう

杜
と

來
らい

くん（山隈）

平成16年8月11日生（AB型）
★好きな食べ物　バナナ
★チャームポイント　笑顔

堤
つつみ

大
だい

知
ち

くん（西本郷）

平成18年8月28日生（Ａ型）

★好きな食べ物　バナナ
★チャームポイント　目

宮
みやざき

晴
せい

之
の

介
すけ

くん（上高橋）

平成18年8月20日生
★好きな食べ物

ミキプルーン商品
★好きな人　育児熱心なパパ

甲
か

斐
い

田
だ

珠
しゅう

馬
ま

くん（山隈）

平成18年8月23日生（Ｏ型）
★好きな人　パパ
★チャームポイント　笑顔

丸
まる

野
の

穂
ほ

乃
の

果
か

ちゃん（西本郷）

平成18年8月17日生

日
時

９
月
１
日
（
土)

開
場
　
午
前
９
時
30
分

開
演
　
午
前
10
時
〜

（
上
映
時
間
82
分
）

場
所

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

※
ご
近
所
お
誘
い
の
上
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課

（
内
線
８
０
３
）
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